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(57)【要約】
【課題】  高周波での超音波減衰の少なく、かつ音響媒
体の揮発による減少を抑制できる音響媒体を備えた超音
波プローブを提供する。
【解決手段】  超音波観測装置４に接続される超音波プ
ローブ２の挿入部５を構成するシース３５内にはフレキ
シブルシャフト１１が挿通され、その先端部には回転駆
動等される超音波探触子３が取り付けられ、その周囲の
音響窓３８を介して超音波を送受可能にし、その音響窓
３８内で超音波探触子３の周囲を満たす音響媒体とし
て、動粘度が２０ｍｍ2 ／ｓの炭化水素系オイルを用い
ることにより、高周波での超音波減衰が小さく、かつ揮
発により音響媒体が減少することも抑制できるようにし
た。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  超音波探触子を機械的に駆動させて超音
波断層像を得る超音波プローブにおいて、
超音波探触子と被検体に接触し超音波を透過させる音響
窓との間に充満される音響媒体として、動粘度２０ｍｍ
2 ／ｓ以下の炭化水素系オイルを用いたことを特徴とす
る超音波プローブ。
【請求項２】前記超音波プローブは前記超音波探触子の
付近に光学的な観察手段を備えた内視鏡機能を有する請
求項１記載の超音波プローブ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、超音波観測に使用
される超音波探触子を備えた超音波プローブに関する。
【０００２】
【従来の技術】超音波探触子を機械的に回転もしくは揺
動させて超音波画像をうる超音波プローブおよび超音波
内視鏡においては、超音波探触子とこれを収納している
シースもしくはキャップとの間を超音波を伝達する音響
媒体で満たしている。
【０００３】従来、音響媒体としては、生体に対して毒
性の少ない流動パラフィンや水、カルボキシルメチルセ
ルロース（ＣＭＣ）水溶液等が用いられていた。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、超音波
探触子を機械的に回転もしくは揺動させて超音波画像を
うる超音波プローブおよび超音波スコープにおける従来
の音響媒体には、以下のような問題点があった。
【０００５】音響媒体として水もしくはカルボキシルメ
チルセルロース（ＣＭＣ）等の水溶液を用いた場合に
は、水の揮発による音響媒体の経時的な減少があり、定
期的に音響媒体を補充する必要があった。
【０００６】音響媒体として従来よく用いられてきた動
粘度７０ｍｍ2 ／ｓ程度の流動パラフィンを用いた場合
には、揮発による音響媒体の経時的な減少は少なくなる
が、１０ＭＨｚ以上の高周波の超音波探触子において
は、流動パラフィン中での超音波減衰が大きく十分な特
性をもたせることが困難であった。
【０００７】（発明の目的）本発明は上述した点に鑑み
てなされたもので、高周波での超音波減衰が少なく、か
つ音響媒体の揮発による減少を抑制できる超音波プロー
ブを提供することを目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】超音波探触子を機械的に
駆動させて超音波断層像を得る超音波プローブにおい
て、超音波探触子と生体に接触し超音波を透過させる音
響窓との間に充満される音響媒体として、動粘度２０ｍ
ｍ2 ／ｓ以下の炭化水素系オイルを用いたことにより、
高周波での超音波減衰の特性を小さくでき、深達度の良
い超音波断層像が得られるようにすると共に、音響媒体
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の揮発による減少を抑制できるようにしている。
【０００９】
【発明の実施の形態】図面を参照して本実施の形態を説
明する。図１及び図２は本発明の１実施の形態に係り、
図１は１実施の形態を備えた超音波診断装置の全体構成
を示し、図２は超音波プローブの先端側の構造を示す。
図１に示すように超音波診断装置１は体腔内等に挿入さ
れ、被検体に超音波の送受を行う超音波プローブ２と、
この超音波プローブ２が接続され、超音波プローブ２に
内蔵された超音波探触子３に対する信号処理等を行い、
超音波断層像を表示する超音波観測装置４とから構成さ
れる。
【００１０】超音波プローブ２は体腔内等に挿入される
細長で可撓性を有する挿入部５と、この挿入部５の後端
に設けられた把持部６と、この把持部６から延出された
ケーブル部７と、このケーブル部７の端部に設けられた
コネクタ８とを有し、このコネクタ８は超音波観測装置
４に着脱自在で接続される。
【００１１】この超音波プローブ２の挿入部５内には例
えばフレキシブルシャフト１１が挿通され、このフレキ
シブルシャフト１１の先端側には超音波探触子３が取り
付けられている。また、このフレキシブルシャフト１１
の後端は例えば把持部６内に設けたモータ１２に接続さ
れ、このモータ１２を回転することにより、フレキシブ
ルシャフト１１と共に、超音波探触子３を回転駆動し
て、機械的にラジアル走査できるようにしている。
【００１２】また、超音波探触子３は図示しない同軸ケ
ーブルが接続され、この同軸ケーブルはフレキシブルシ
ャフト１１の中空部を通して把持部６内のスリップリン
グ１３と接続され、このスリップリング１３のステータ
側接点に接続されたケーブル１４は超音波観測装置４内
の送受信を行う送受信部１５に接続される。
【００１３】また、モータ１２及びこのモータ１２の回
転角を検出するロータリエンコーダ１６もケーブル１４
を介して超音波観測装置４内のシステムコントローラ１
７と接続される。
【００１４】システムコントローラはモータ１２の回転
制御及び送受信などの制御を行う。送受信部１５は超音
波探触子３に送信信号（駆動信号）を印加して、超音波
を送信させると共に、被検体側で反射された超音波を超
音波探触子３により受信して電気信号に変換されたエコ
ー信号を増幅などして図示しないＡ／Ｄ変換器でデジタ
ル信号に変換してシステムコントローラ１７の制御下で
一時フレームメモリ１８に書き込む。
【００１５】このフレームメモリ１８に書き込まれたエ
コー信号データはラジアル方向の音線データであり、デ
ジタルスキャンコンバータ（ＤＳＣと略記）１９により
直角座標系のデータに変換された後、Ｄ／Ａ変換器２１
を介してモニタ２２に出力され、超音波断層像が表示さ
れる。なお、超音波観測装置４のフロントパネル２３に
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はＳＴＣの特性を可変設定したりするスイッチが設けて
ある。
【００１６】図２は超音波プローブ２の先端側に配置さ
れた超音波探触子３の構造を示す。この超音波探触子３
は、電気－音響変換する圧電特性を有する板形状の圧電
振動子３１と、この圧電振動子３１の前面に設けられた
例えばエポキシ樹脂製で集音する特性の音響レンズ３２
と、圧電振動子３１の背面に設けられた例えばフェライ
トゴム製で超音波を減衰させるバッキング層３３とが形
成された構造をしている。
【００１７】そして、この超音波探触子３はバッキング
層３３部分がハウジング３４に接着固定されており、こ
のハウジング３４はフレキシブルシャフト１１の先端に
取り付けられている。また図示しないが、圧電振動子３
１の両面には電極が形成されており、音響レンズ面側の
信号電極は前記フレキシブルシャフト１１の中空部を通
している図示しない同軸ケーブルのグラウンド線に、バ
ッキング層３３側の電極は前記同軸ケーブルの信号線に
電気的に接続されている。そして、この同軸ケーブル
は、コネクタ８を経て超音波観測装置４に接続される。
【００１８】超音波探触子３は、フレキシブルシャフト
１１を回転させることにより、挿入部５の外皮を形成す
る例えばポリアミドエラストマー製等の可撓性のシース
３５の中で回転可能な構造となっている。本実施の形態
ではシース３５の材質として、ポリアミドエラストマー
を用いたが、ポリメチルペンテン、ポリウレタン、ポリ
弗化エチレン、ポリエチレン等を用いることもできる。
超音波探触子３とシース３５の間には、動粘度が２０ｍ
ｍ2 ／ｓ以下の炭化水素系オイルからなる音響媒体３６
が満たされる。 *

4
*【００１９】上記のように、超音波探触子３とシース３
５の間を満たす音響媒体３６として、動粘度２０ｍｍ2 
／ｓ以下の炭化水素系オイルを用いることにより、従来
の流動パラフィンでは超音波減衰が大きくて深達度不足
が問題となっていた１０ＭＨｚ以上の超音波プ口ーブに
おいても、十分な深達度を確保しながら揮発による音響
媒体の補充の手間をはぶくことができるようにしてい
る。
【００２０】つまり、従来の高粘度の流動パラフィンを
音響媒体３６とするよりも、低粘度の石油系炭化水素オ
イルを音響媒体３６とすることによりその音響媒体３６
中での超音波減衰が少ないことを見出した。そして、こ
の動粘度２０ｍｍ2 ／ｓ以下の炭化水素系オイルを音響
媒体３６として用いることにより、１０ＭＨｚ以上の超
音波プ口ーブにおいても、十分な深達度を確保しながら
揮発による音響媒体３６の補充の手間をはぶくことがで
きるようにしている。
【００２１】なお、フレキシブルシャフト１１の先端側
には軸受け３７を設けることにより、がたつくことなく
超音波探触子３を回転駆動してラジアル走査を行えるよ
うにしている。また、シース３５の先端側における超音
波探触子３に対向する部分は超音波透過窓部（音響窓）
３８を形成している。
【００２２】以下の表は、本実施の形態で用いる石油系
炭化水素オイルの場合と従来の粘度の異なる流動パラフ
ィンの超音波減衰率を示す。なお、超音波減衰測定は５
ＭＨｚの超音波周波数で行った。
【００２３】
【表】

なお、この表では動粘度が１２～１５ｍｍ2 ／ｓである
が、動粘度２０ｍｍ2／ｓ以下であれば従来例よりも超
音波減衰等に対して良好な特性を持つ。上記のように本
実施の形態では動粘度２０ｍｍ2 ／ｓ以下で揮発しにく
い特性を持つ炭化水素系オイルを超音波プローブ２の音
響媒体３６として用いることにより、高周波での超音波
の送受信を行う際に、音響媒体３６での超音波減衰を小
さくして、Ｓ／Ｎが良く深達度の良い超音波断層像を得
ることができるようにしていることが特徴となってい
る。
【００２４】次に本実施の形態の動作を説明する。図１
に示すように超音波プローブ２を超音波観測装置４に接
続して、図示しない超音波送受信のスイッチをＯＮする
ことにより、モータ１２は回転し、フレキシブルシャフ

ト１１を介して超音波探触子３を回転駆動する。
【００２５】ロータリエンコーダ１６によりその回転が
検出され、その回転に同期して、送受信部１５から送信
信号が超音波探触子３の圧電振動子３１に印加され、こ
の圧電振動子３１により超音波が励振されて音響レンズ
３２で集束されるようにして超音波がパルス状に送出さ
れる。
【００２６】この超音波は音響媒体３６を伝搬し、シー
ス３５における超音波探触子３に対向する超音波透過窓
部３８を透過してこの超音波透過窓部３８に接触する被
検体側に出射され、被検体側における音響インピーダン
スが変化する部分で反射される。
【００２７】その反射超音波は往路とは逆の復路をたど
り、圧電振動子３１で受信されて電気信号、つまりエコ
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ー信号となり、送受信部１５で検波及び増幅された後、
Ａ／Ｄ変換されてフレームメモリ１８に各音線データ
（超音波データ）が順次格納される。
【００２８】音線データはＤＳＣ１９で直交座標系の音
線データに変換され、Ｄ／Ａ変換器２１でアナログの映
像信号に変換され、図示しない同期信号と共に、モニタ
２２に出力され、モニタ２２の表示面に超音波断層像が
表示される。
【００２９】本実施の形態では高周波での超音波減衰が
少なく、かつ揮発しにくい特性を持つ音響媒体３６を使
用しているので、圧電振動子３１は従来例に比べてＳ／
Ｎの良い超音波データが得られるので、画質が良く、か
つ深達度の良い断層像が得られるし、長い期間にわた
り、音響媒体３６の補充無しで、安定して使用できる効
果がある。
【００３０】例えば、中心周波数が１０ＭＨｚ以上の高
周波の超音波プローブ２においてその音響媒体３６に使
用すると、高周波による分解能が高く、しかも深達度の
良い断層像が得られるし、また揮発しにくいので定期的
な補充を長期間不要で使用できる。
【００３１】なお、上述の説明では、超音波探触子３を
回転駆動する場合で説明したが、揺動させるように駆動
したりする場合にも適用できることは明らかである。ま
た、スパイラル状に回転駆動する場合にも適用できる。
このように本実施の形態は、超音波探触子３をメカニカ
ルに駆動する場合に対して有効な効果を持つが、電子的
に走査する場合に適用しても良い。
【００３２】また、、本実施の形態では、超音波探触子
３をプローブの先端に設けた超音波プローブ３の場合で
説明したが、当然これに限定されるものではなく、プロ
ーブの先端側に超音波探触子の他に内視鏡機能、つまり
光学的観察手段（光学系照明手段及び光学的観察手段な
いしは撮像手段）を設けた超音波内視鏡の場合にも、そ
の超音波探触子の周囲に上記の音響媒体３６を採用して
もよい。
【００３３】［付記］
１．超音波探触子を機械的に駆動させて超音波断層像を
得る超音波プローブにおいて、超音波探触子と被検体に
接触し超音波を透過させる音響窓との間に充満される音
響媒体として、動粘度２０ｍｍ2 ／ｓ以下の炭化水素系
オイルを用いたことを特徴とする超音波プローブ。
２．前記超音波プローブは前記超音波探触子の付近に光
学的な観察手段を備えた内視鏡機能を有する付記１記載
の超音波プローブ。
【００３４】３．超音波探触子を機械的に駆動させて超
音波断層像を得る超音波プローブにおいて、超音波探触
子と被検体に接触し超音波を透過させる音響窓との間に
充満される音響媒体として、高周波での超音波減衰が小
さい動粘度２０ｍｍ2 ／ｓ以下の炭化水素系オイルを用*

6
*いたことを特徴とする超音波プローブ。
４．前記超音波プローブは前記超音波探触子の付近に光
学的な観察手段を備えた内視鏡機能を有する付記３記載
の超音波プローブ。
【００３５】５．超音波探触子を内蔵した超音波プロー
ブと、前記超音波探触子に対する信号処理を行い超音波
断層像を表示する超音波診断装置において、前記超音波
探触子の周囲を動粘度２０ｍｍ2 ／ｓ以下の炭化水素系
オイルで充満した音響媒体に用いたことを特徴とする超
音波診断装置。
６．超音波探触子を機械的に駆動させて超音波断層像を
得る超音波プローブを備えた超音波診断装置において、
超音波探触子と被検体に接触し超音波を透過させる音響
窓との間に充満される音響媒体として、動粘度２０ｍｍ
2 ／ｓ以下の炭化水素系オイルを用いた超音波プローブ
を有することを特徴とする超音波診断装置。
【００３６】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、超
音波探触子を機械的に駆動させて超音波断層像を得る超
音波プローブにおいて、超音波探触子と生体に接触し超
音波を透過させる音響窓との間に充満される音響媒体と
して、動粘度２０ｍｍ2 ／ｓ以下の炭化水素系オイルを
用いているので、高周波での超音波減衰の特性を小さく
でき、深達度の良い超音波断層像が得られ、かつ音響媒
体の揮発による減少を抑制できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】１実施の形態を備えた超音波診断装置の全体構
成を示すブロック図。
【図２】超音波プローブの先端側の構造を示す断面図。
【符号の説明】
１…超音波診断装置
２…超音波プローブ
３…超音波探触子
４…超音波観測装置
５…挿入部
６…把持部
８…コネクタ
１１…フレキシブルシャフト
１２…モータ
１５…送受信部
２２…モニタ
３１…圧電振動子
３２…音響レンズ
３３…バッキング層
３４…ハウジング
３５…シース
３６…音響媒体
３７…軸受け
３８…超音波透過窓部（音響窓）
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